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はじめに

　　平成２７年５月
小鹿野町長　福　島　弘　文

国 内 の 政 治 経 済 情 勢 は 、 円 安 や 原 油 安 を 受 け て 企 業 収 益 が 増 加

し 、 景 気 は 緩 や か に 回 復 基 調 に な っ て き て い る も の の 、 ２ ０ １ ７

年 の 消 費 税 率 改 定 を 控 え て お り 、 ま だ ま だ 予 断 を 許 さ な い 状 況 と

な っ て い ま す 。

こ の よ う に 大 変 先 行 き 不 透 明 な 行 財 政 状 況 下 で は あ り ま す が 、

小 鹿 野 町 も 本 年 １ ０ 月 に は 合 併 １ ０ 周 年 を 迎 え ま す 。 こ れ ま で 旧

町 村 の 一 体 的 な 発 展 を 目 指 し 、 町 道 ・ 森 林 管 理 道 を は じ め 、 教 育

施 設 や 観 光 施 設 な ど の 整 備 を 進 め て ま い り ま し た 。 こ れ か ら は 、

東 日 本 大 震 災 後 か ら 懸 念 さ れ て い る 道 路 ・ 橋 梁 な ど の 耐 震 化 を 計

画 的 に 推 進 し て い く と と も に 、 今 後 の 交 付 税 減 額 を 見 据 え 、 行 財

政 の ス リ ム 化 を 図 る た め 、 庁 舎 な ど 公 共 施 設 の 統 廃 合 を 町 民 の 皆

様 と 一 緒 に 検 討 ・ 推 進 し て ま い り ま す 。

平 成 ２ ７ 年 度 の 予 算 は 、 よ り 充 実 し た 学 校 給 食 を 提 供 す る た め

に 給 食 セ ン タ ー を 新 築 す る 予 算 を 措 置 す る と と も に 、 小 鹿 野 小 学

校 体 育 館 及 び プ ー ル 新 築 に 伴 い 取 り 壊 し た 柔 剣 道 場 と 弓 道 場 を 併

せ て 新 築 す る た め の 予 算 な ど 、 平 成 ２ ６ 年 度 に 引 き 続 き 教 育 関 係

予 算 に 重 点 的 に 予 算 配 分 を し た と こ ろ で あ り ま す 。 な お 、 こ れ ら

の 事 業 は 、 現 在 の 建 築 業 界 事 情 や 町 債 発 行 の 急 激 な 増 加 を 抑 制 す

る た め 、 平 成 ２ ８ 年 度 ま で の 継 続 事 業 と い た し ま し た 。 教 育 費 以

外 で も 橋 梁 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ く 橋 梁 修 繕 事 業 や 消 防 積 載 車 の 更

新 な ど 町 民 生 活 の 安 全 ・ 安 心 に 欠 か せ な い 事 業 に 積 極 的 に 予 算 配

分 を 行 っ た と こ ろ で あ り ま す 。

本 説 明 書 は 、 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 定 例 町 議 会 で 申 し 上 げ た 「 施 政 方

針 」 に 基 づ き 、 主 な 事 業 に つ い て 説 明 し て あ り ま す 。 合 併 特 例 債

の 発 行 期 限 が 平 成 ３ ２ 年 度 に 迫 る 中 、 選 択 と 集 中 に よ り 効 果 的 な

投 資 を 行 っ て い く こ と が 重 要 な こ と と 考 え た 上 で の 予 算 と な っ て

お り ま す 。

引 き 続 き 皆 様 方 の ご 支 援 と ご 協 力 を お 願 い 申 し 合 上 げ 、 発 行 に

当 た っ て の 挨 拶 と い た し ま す 。

町の花

セツブンソウ

町の木

モミジ
町の鳥

ウグイス
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◇全会計予算規模
会　　　計　　　名 予　　　算　　　額

一般会計 　７１億８，０００万円 △８．３％

国民健康保険特別会計 　１８億９，０００万円 ９．２％

後期高齢者医療特別会計 　　２億７，４２９万９千円 △０．４％

介護保険特別会計 　１８億８，６９０万７千円 ５．１％

浄化槽設置管理等特別会計 　　１億５，５８０万円 ７．５％

病院事業会計 　１５億６，９０６万円 △２．５％

水道事業会計 　　４億　　８５０万７千円 ３．１％

国民宿舎事業会計 　　２億４，５６５万２千円 ６．１％

合　　　　　　　　計 １３６億１，０２２万５千円 △２．９％

◇一般会計歳入歳出予算構成比

◇平成２６年度国の補正予算における地方創生交付金について

前年度対比

地方交付税(38%) 

2,743,000千円

町税(18%)

1,264,991千円

町債(13%)

898,000千円

国庫支出金(7%)

513,163千円

県支出金(5%)

366001千円

使用料・手数料

(3%) 191,202千円

諸収入(2%)

169,869千円

その他(14%)

1,033,774千円

民生費(29%) 

2060303千円

教育費(20%)

1,447,451千円

総務費(13%)

922,816千円

衛生費(10%)

718,988千円

公債費(10%)

714241千円

消防費(5%)

365,172千円

土木費(5%)

352,850千円

商工費(4%)

268,728千円
農林水産業費(3%)

224,776千円

議会費(1%)

87,262千円

その他(0.2%)

17,413千円

歳出

歳入

地方の活性化を図るため「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」が閣議決

定されこれに対応した国の補正予算が２月初頭に可決・成立をいたしました。

町では、この交付金を活用し、下記の事業を平成27年度に実施します。

○消費喚起・生活支援型交付金事業 ５，０１７万円

★地域における消費によるスピード感のある経済効果を図るため、プレミアム

付商品券を発行します。
を発行し、地域における消費によるスピード感のある経済効果を図り

○地方創生先行型交付金事業 ３，８００万円

★町の総合戦略・人口ビジョンの策定

★現在第2子以降に対して実施している、小・中学校児童・生徒の教材費の一部

と給食費の全額補助の第1子まで拡大。また、保育所入所の満3歳未満の第3子

以降の児童に対する保育料を助成します。

小鹿野町予算の概要
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-Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

◇居住環境

森林管理道改良事業 ８４５万円 町道維持管理事業 １，９４５万円
森林管理道舗装事業 １，９８８万円 町道整備事業 ６，１１０万円
　 担当：産業振興課 　 担当：建設課

主な経費
主な経費 　測量設計費　　　８７５万円
　測量設計費　　　２８３万円 　工事費　　　５，１５０万円
　工事費　　　２，７５０万円 財源内訳
財源内訳

道整備交付金事業 ７，６００万円
社会資本整備交付金事業 ２，３００万円
　 担当：建設課

主な経費
　測量設計費　１，０００万円
　点検業務　　１，２００万円
　工事費　　　７，７００万円
財源内訳

町営住宅修繕事業 ２，５４５万円 地域公共交通確保事業 ７００万円
　 担当：建設課 　 担当：総合政策課

主な経費
　修繕費　　　　　２９０万円 主な経費
　工事費　　　２，２０５万円 　補助金　　　　　７００万円
財源内訳 財源内訳

　森林の管理はもとより、生活道としても重
要となっていますので、要望等に基づき毎年
度改良・舗装を行っています。今年度は、主
に浦島線・中尾線支線の改良、長久保線・日
蔭入支線の舗装工事を行います。

　国の交付金を活用し町道及び橋梁の整備を
行います。今年度は、町道99号線・13号線・
135号線の舗装、綾橋外11橋の修繕工事及び伊
豆沢橋外23橋の点検を行います。

　住民生活に直結する町道の整備を行いま
す。今年度は、町道43号線の改良など8路線の
改良や舗装を行います。

　乗合タクシーの運行を行い、皆様の移動手
段の確保に努めます。

　建物の長寿命化を図るため、般若団地と坂
戸団地の外壁修繕等を行います。

Ⅰ 自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

国県支出金
412

地方債
1,500

一般財源
921

国県支出金
5,106

地方債
4,010

一般財源
784

地方債
4,600

その他
125

一般財源
3,330

国県支出金
740

地方債 700
その他
1,105

一般財源
700

平成２６年度に整備した伊豆沢橋
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-Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

町営バス運行事業 ７，６７５万円 過疎バス対策事業 ２，６００万円
　 担当：おもてなし課 　 担当：総合政策課

主な経費 主な経費
　バス運転委託料　　２，９８４万円 　補助金　　　　２，６００万円
　バス購入費　　　　１，３００万円 財源内訳
財源内訳

水道事業 ４億８５１万円
　 担当：水道課

主な経費
　営業費用　　　　３億１，６９６万円
　建設改良費　　　　　７，１５３万円
財源内訳

浄化槽設置管理等特別会計
１億５，５８０万円

　 担当：衛生課

主な経費
　工事費　　　　　４，６８７万円
　公債費　　　　　３，０７５万円
財源内訳

　水道事業は、依然として給水収益が減少し
ており厳しい財政運営となっています。
　しかし、住民生活に欠かせないライフライ
ンを確保するため、計画的な老朽管の更新や
浄水設備の修繕などを行っていきます。

　自然環境を保護するため合併処理浄化槽の
設置を推進するとともに、適切な維持管理を
行っていきます。

　バスの老朽化が進んでおり、平成26年度は1
台更新しましたが、今年度も1台更新し、住民
の利便性の向上に努めます。
　また、77歳以上の方は、無料でご利用いた
だけますので、優待券が必要な方は担当課ま
でご連絡ください。

　地域乗合バス路線の確保のため、西武観光
バスの志賀坂線及び倉尾線の運行に対して、
助成を行っています。
　町営バス同様77歳以上の方は、無料でご利
用いただけます。

営業収益
27,540

内部留保資金
12,365

県補助金
536

国県支出金
467

一般財源
2,133

国県支出金
800

地方債
1,230

その他
733

一般財源
4,912

国県支出金
2,400

地方債
3,930

その他
4,370

町繰入金
4,880

町営バス

竹平浄水場

浄水場監視盤
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-Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

◇自然環境

再生可能エネルギー推進事業 ３９９万円 生活環境調査分析事業 １６７万円
　 担当：産業振興課 　 担当：住民課

主な経費 主な経費
　補助金　　　　　　３９０万円 　調査委託料　　　　　１６７万円
財源内訳 財源内訳

自然公園管理事業 １，９３４万円
　 担当：おもてなし課

主な経費
　維持管理委託料　　　　１，０４０万円
　工事費　　　　　　　　　　１１０万円
財源内訳

衛生センターし尿処理事業 １億６０３万円
　 担当：衛生課

主な経費
　修繕費　　　　　　１，９２５万円
　収集運搬等委託料　２，８００万円
財源内訳

　再生可能エネルギーの活用と環境保全を目
的に、住宅用太陽光発電設備と高効率給湯器
の設置に対して一部助成します。
　また、木質バイオマス等の再生可能エネル
ギーの活用に向けた調査等を行います。

　工場等の事業所排水や生活排水が河川に与
える影響、また、ゴルフ場からの農薬による
河川への影響を毎年定期的に調査していま
す。毎年、環境汚染はなく、良好な水質と
なっています。

　四阿屋山を中心とした両神国民休養地、両
神山を中心とした秩父多摩甲斐国立公園、丸
神の滝、二子山、四季の道など小鹿野町自然
公園内の維持管理、整備等を行います。
　両神山・二子山については、登山道の安全
管理のため定期的に巡回・修繕を行います。

　し尿及び浄化槽・生活雑排水等の汚泥を効
率的に処理するための施設の維持管理費で
す。今年度は、焼却施設の修繕と各種ポンプ
の修繕を行います。

国県支出金
620

その他
95

一般財源
1,219

一般財源
167

一般財源
399

その他
3,645

一般財源
6,958

衛生センター

両神山

二子山
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-Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備-

◇安全な暮らし

防犯灯維持管理事業 ９３１万円 防火水槽整備事業 ８５０万円
　 担当：住民課 消火栓維持管理事業 ４５３万円

　 担当：総務課

主な経費
　電気料　　　　　　５０４万円 主な経費
　修繕費　　　　　　４２７万円 　工事費　　　　　　８５０万円
財源内訳 　負担金　　　　　　４５３万円

財源内訳

消防団員作業衣等購入事業 ８６２万円
消防関係備品購入事業 ２，３２０万円
　 担当：総務課

主な経費
　車両購入費　　　　１，９００万円
　作業費等購入費　　　　８６２万円
財源内訳

防災行政無線管理事業 ９１３万円 防災関係事業 ６７６万円
　 担当：総務課 　 担当：総務課

主な経費
　修繕費　　　　　　　３９１万円
　保守点検委託料　　　３４２万円 主な経費
財源内訳 　消耗品　　　　　　２１４万円

　委託料　　　　　　２０９万円
財源内訳

　緊急時の連絡に欠かせない防災行政無線で
すが、町内に79局ある子局のバッテリーを定
期的に交換しています。

　近年、ゲリラ豪雨などによる予期せぬ土砂
災害が多発しております。当町も例外ではな
いので、被害を低減するための土砂災害ハ
ザードマップの作成及び緊急時に迅速に対応
するための参集メールシステムを構築しま
す。

　住民の安全・安心のために日々活動してい
ただいている消防団員の活動に欠かせない、
備品の購入をします。今年度は、編上げブー
ツの支給と老朽化した消防積載車を2台更新し
ます。

　町内各所にある防犯灯は、住民生活に安心
を与えるため必要不可欠なものです。環境に
配慮し、新設・改良の際にはLEDでの設置を
行っています。

　消火活動の水利として重要な役目をしてい
る防火水槽と消火栓ですが、今年度は防火水
槽が2カ所、消火栓が10カ所の新設又は更新を
予定しています。

一般財源
931 地方債

760
一般財源

543

地方債
1,800

一般財源
1,382

一般財源
676

その他
295

一般財源
618

ポンプ付タンク車

特別点検
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-Ⅱ　健康と福祉のまちづくり-

◇健康づくりと医療

病院事業 １５億６，９０６万円 ちちぶ定住自立圏推進事業 １，０００万円
　 担当：町立病院 （医療連携）

担当：保健課

主な経費
　医業費用　　　　１４億９７８万円 主な経費
　建設改良費　　　　２，５９６万円 　負担金　　　　　　１，０００万円
財源内訳 財源内訳

健康指導事業 ４７０万円 検診事業 ２，１６４万円
担当：保健課 担当：保健課

主な経費 主な経費
　業務委託料　　　　２１６万円 　検査委託料　　　　１，０７５万円
　消耗品　　　　　　　５３万円 　通信運搬費　　　　　　　８６万円
財源内訳 財源内訳

国民健康保険事業 １８億９，０００万円 後期高齢者医療事業 ２億７，４３０万円
担当：福祉課 担当：福祉課

主な経費 主な経費
　保険給付費　　　　　　１１億２８８万円 　広域連合納付金　　２億７，２２５万円
　共同事業拠出金　　　３億７，５７３万円 　事務費　　　　　　　　　　１７６万円
財源内訳 財源内訳

　町立病院は、圏域住民の医療の核となる施
設です。今後も定住自立圏の制度を活用しな
がら、地元医師会の支援を受け安定した診療
体制を築いていきます。また、今年度は旧病
棟の耐震補強工事の設計をします。

　定住自立圏の事業として、秩父地域１市４
町で「ちちぶ医療協議会」を組織しいます。
医師や医療スタッフの確保及び負担の軽減・
救急医療体制の充実・リハビリテーション体
制の確保に取り組んでいます。

　般若の丘いきいき館を中心に、町民の健康
づくりを行っています。今年度は、運動習慣
を身につけいただくため、毎週水曜日を「運
動の日」と定め、健康づくりを推進します。
　また、引き続き24時間対応の「いつでも健
康相談」も実施します。

　早期発見・早期治療により医療費を削減す
るため、特定健診及びがん検診の定期的な受
診を促します。
　生活習慣病予防検診は、小学校5年生と中学
校2年生も対象に加え実施します。また、ピロ
リ菌の検査にも助成します。

　国民健康保険事業は、大変厳しい財政運営
となっていますが、町民の命を守る大切な保
険であることから、保険事業維持のため、毎
年町からの多額な繰入金で運営しています。

　75歳以上の方が、全て加入している保険で
す。町からの繰入金が年々増えているので、
医療費を抑えるよう、高齢者の健康づくりを
推進しながら、保険事業を維持します。

Ⅱ 健康と福祉のまちづくり

医業収益
112,613

医業外収益
9,105

企業債
2,130

国庫補助金
263

町補助金
29,840

内部留保資金

2,955
一般財源

1,000

国県支出金

40

一般財源
430

国県支出金

211 その他
345

一般財源
1,608

保険料等
8,225

町繰入金
19,205

国県支出金
51,420

国保税
24,190

町繰入金
17,621

交付金等
95,769
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-Ⅱ　健康と福祉のまちづくり-

◇地域福祉の充実

社会福祉協議会補助事業 １，７７３万円 シルバー人材センター育成事業 ７００万円
担当：福祉課 担当：福祉課

主な経費 主な経費
　補助金　　　　　１，７３４万円 　補助金　　　　　　　７００万円
　負担金　　　　　　　　３９万円
財源内訳 財源内訳

老人クラブ育成事業 １１５万円
担当：福祉課

主な経費
　補助金　　　　　１１５万円
財源内訳

◇高齢者の保健福祉

介護保険事業（保険事業） 介護保険事業（サービス事業）
１５億３，３６６万円 ３億５，３２５万円

担当：福祉課 担当：福祉課

主な経費 主な経費
　保険給付費　　　１４億４，０３５万円 　サービス事業費　　２億７，２５９万円
　基金積立金　　　　　　２，００２万円 　諸支出金　　　　　　　８，０１０万円
財源内訳 財源内訳

　シルバー人材センターは、地域の経験豊か
な高齢者の方々に仕事を斡旋し、働くことを
通じて高齢者の生きがいと健康づくりに寄与
し、活力ある地域社会づくりに貢献していま
す。

　小鹿野町における様々な社会福祉事業を
行っており、地域福祉を推進している社会福
祉協議会に対して、毎年補助金を交付してい
ます。今年度は生活支援コーディネータを設
置し、介護予防に努めます。

　介護保険事業は、給付費が増加しており、
保険事業は大変厳しい運営となっています。
今後も施設サービスの需要は増えていくと予
想されるので、今年度は基金積立金を増加し
ました。

　民間事業者の少ない本町においては、自前
で提供するサービスは欠かせないものとなっ
ています。訪問看護やデイサービス事業を
行っています。

　老人クラブは町内各地で結成されており、
地域のボランティア活動や趣味の活動に励ん
でいます。

一般財源
1,773

一般財源
700

国県支出金
27

一般財源
88

サービス収入
26,817

その他
8,508

国県支出金
58,649

保険料
25,125

町繰入金
28,929

交付金等
40,663
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-Ⅱ　健康と福祉のまちづくり-

◇障害者の自立と社会参加

障害者総合支援事業費 ２億９，５８３万円 重度心身障害者医療費 ４，３８１万円
障害者地域生活支援事業費 １，８０７万円 担当：福祉課
障害者等生活支援事業費 ２，９２５万円

担当：福祉課

主な経費 主な経費
　扶助費　　　　３億２，０３３万円 　医療給付費　　　　　４，３０１万円
　負担金　　　　　　１，８６３万円 　業務委託料　　　　　　　　７７万円
財源内訳 財源内訳

◇子育て支援

母子保健費 １，４１０万円 子育て支援金給付事業 ４５０万円
担当：保健課 担当：住民課

主な経費
　健康診断委託料　　　　７０６万円 　報償金　　　　　４５０万円
　検診費　　　　　　　　４２２万円
財源内訳 財源内訳

こども医療費支給事業 ３，８３７万円 児童手当支給事業 １億８，６３０万円
担当：住民課 担当：住民課

　扶助費　　　　　　　３，６６０万円 　扶助費　　　１億８，６３０万円
　委託料　　　　　　　　　１７６万円 財源内訳
財源内訳

　子供は地域の宝です。町では妊娠から出
産・子育てまで切れ目なく支援する「ネウボ
ラ」を構築し、安心して子育てができる環境
を整備します。また、紙おむつの支給や男性
の不妊治療にも助成します。

　健全な児童の養育と子育て家庭の経済的負
担を軽減するため、第1子及び第2子を出産し
た方には5万円、第3子以上を出産した方には
10万円を支給します。

　0歳から中学生までの医療費を一部無料化
し、保護者の負担軽減を図ります。

　0歳から中学生までの子供に対して支給され
ます。

　重度心身障害者に対し、医療の給付に係る
一部負担金等について助成金を支給し、経済
的負担を軽減します。　障害のある方が安心して日常生活が送れる

よう、生活介護や就労支援など様々なサポー
トを行っていきます。

国県支出金
24038

一般財源
10277

国県支出金
2150

一般財源
2231

国県支出金
100

一般財源
1310

一般財源
450

国県支出金

417

一般財源
3420

国県支出金
15721

一般財源
2909
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-Ⅱ　健康と福祉のまちづくり-

子育て支援センター事業 １，５２１万円 放課後児童対策事業 ３，７２６万円
担当：住民課 担当：住民課

主な経費 主な経費
　賃金　　　　　　　　　８００万円 　賃金　　　　　　　　　８２２万円
　遊具購入費　　　　　　１５８万円 　業務委託料　　　　２，２３６万円
財源内訳 財源内訳

保育所事業 ３億４，１２９万円
担当：住民課

主な経費
　賃金　　　　　　　　　７，４７７万円
　民間保育所委託料　　　７，０９７万円
財源内訳

◇生活の安定と支援

臨時福祉給付金事業 ２，０６６万円 ひとり親家庭等医療費支給事業 ６５１万円
子育て世帯臨時特例給付金給付事業４８５万円 ひとり親家庭援助事業 ９万円

担当：福祉課、住民課 担当：住民課

主な経費
主な経費 　扶助費　　　　　　　６２４万円
　給付金　　　　　２，２２０万円 　業務委託料　　　　　　２５万円
　通信運搬費　　　　　１２５万円 財源内訳
財源内訳

　町立保育所の運営費をはじめ、民間や他市
町保育所の入所に要する委託料などの関係費
用です。現在、待機児童は0人となっていま
す。

　平成26年度引き続き、消費税率の引上げに
よる影響を緩和するため、低所得者及び子育
て世帯に対して、給付金を支給します。
　福祉給付金対象者には1人あたり6,000円、
子育て世帯対象者には1世帯あたり3,000円が
支給されます。

　ひとり親家庭等に対し、医療費の一部を支
給し生活の安定と自立を支援します。また、
町と社会福祉協議会との共催により、福祉の
増進を図っています。

　子育て家庭等に対する育児不安等について
の相談指導、子育てサークル等への支援など
を行っています。平成27年度からは、旧三田
川幼稚園園舎に移転し、新しい遊具も設置さ
れます。

　町直営の両神学童保育と民間委託の小鹿野
学童クラブの運営関係経費です。今年度か
ら、両神学童保育は旧両神幼稚園に移転しま
した。

国県支出金
2,551

国県支出金
248

一般財源
1,273

国県支出金
1,601

その他
982

一般財源
1,143

国県支出金

5,742 その他
4,141

一般財源
24,246

国県支出金
270

一般財源
390

子育て支援センター（旧三田川幼稚園）
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-　Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

◇幼児と学校教育・青少年健全育成

学校統合事業費 ２，３２３万円 学校教育支援事業 ５，１０７万円
　 担当：学校教育課 担当：学校教育課

主な経費 主な経費
　工事費　　　　　　　９５０万円 　賃金　　　　　　４，０８７万円
　記念行事補助金　　　９３６万円 　業務委託料　　　　　８３０万円
財源内訳 財源内訳

学校施設整備費（小学校） ７９０万円 学校施設整備費（中学校） １億７３万円
　 担当：学校教育課 担当：学校教育課

主な経費 主な経費
　工事費　　　　　　　７９０万円 　工事費　　　　　９，７００万円

　業務委託料　　　　　３５０万円
財源内訳 財源内訳

幼稚園園舎維持管理事業 ４８４万円
担当：学校教育課

主な経費
　工事費　　　　　　３９０万円
　委託料　　　　　　　４４万円
財源内訳

　平成28年度から統合し、新たな小鹿野中学
校としてスタートするための、校歌や校章な
どを作成します。また、閉校する中学校の記
念行事への費用を補助します。

　生活指導補助員、図書整理員、学習支援
員、ICT支援員などを配置し、学力向上や教育
環境の改善を図ります。

　すべての学校の校舎の耐震工事等が終了し
たので、今年度からは非構造部材（天井や棚
など）の耐震工事を行い、安全管理を図りま
す。

　小鹿野中学校の校舎が完成したので、外ト
イレや花壇などの施設の改修を行います。ま
た、校舎の隣に武道場を建設し体育施設の充
実を図ります。

　平成27年度から、3つの幼稚園が統合し新た
な小鹿野幼稚園となりました。
　今年度は、軒樋の改修工事、トイレの暖房
便座への交換工事を行い、教育環境の整備を
行います。

Ⅲ ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

一般財源
5,107

一般財源
2,323

国県支出金

2,702

地方債
4,000

一般財源
3,371

一般財源
790

一般財源
484

小鹿野中学校

12



-　Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

給食施設整備事業 ４億１，０５３万円 青少年健全育成事業 １０４万円
担当：学校教育課 担当：社会教育課

主な経費 主な経費
　工事費　　　　　　　４億円 　報酬　　　　　　　５５万円
　業務委託料　　　８１０万円 　補助金　　　　　　４２万円
財源内訳 財源内訳

◇社会教育と文化活動

指定文化財管理事業 １，２２３万円 歌舞伎のまちづくり事業 ６５５万円
担当：社会教育課 担当：社会教育課

主な経費 主な経費
　報償金　　　　　　　１３２万円 　備品購入費　　　　１２０万円
　補助金　　　　　１，００５万円 　補助金　　　　　　１８９万円
財源内訳 財源内訳

町民劇場開催事業 １６９万円 文化センター維持管理事業 ２，４０７万円
担当：中央公民館 文化センター施設整備事業 １，４６２万円

担当：中央公民館

主な経費
　公演委託料　　　　　　１５０万円 主な経費

　工事費　　　　　１，２８０万円
財源内訳 　施設維持委託料　　　５４４万円

財源内訳

　小鹿野歌舞伎は、町を代表する伝統芸能と
なっています。今年度も歌舞伎の衣装や、か
つら、公演に係る補助金などを計上しまし
た。

　青少年相談員による、子供ソフト・ポート
ボール大会やキャンプ、また、青少年育成推
進員によるパトロールなどを行っています。

　町内には137件の貴重な指定文化財がありま
す。今年度は、近藤銘醸主屋復元修理、加藤
家住宅の屋根、上町屋台の屋根の修理などを
行います。

　平成27年度から平成28年度までの継続事業
として、（仮称）小鹿野学校給食センターの
新築工事を行います。

　文化講演会と交互に隔年で実施しておりま
す。町民の皆様に、卓越した技術や優れた演
芸を楽しんでいただくよう、企画いたしま
す。

　文化センターは、文化活動の中心施設で
す。今年度は、舞台の平台やエントランスの
長椅子を交換、各部屋にエアコンを設置し、
快適な環境を整えます。

国県支出金
4,300

地方債
33,900

その他
100

一般財源
2,753

一般財源
104

その他
10

一般財源
1,213

一般財源
655

その他
65

一般財源
104 その他

247
一般財源

3,622

前回の町民劇場

文化センター

（郷土芸能祭）
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-　Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり-

◇スポーツ・レクリエーション

ロードレース大会開催事業 ３３７万円 スポーツ振興事業 ５６９万円
担当：社会教育課 担当：社会教育課

主な経費
　開催補助金　　　　２９７万円 主な経費
　エアーアーチ　　　　４０万円 　補助金　　　　５３２万円
財源内訳 　使用料　   　　 ２３万円

財源内訳

柔剣道場維持管理事業 １億８，０１７万円 総合運動公園維持管理事業 ８７０万円
担当：社会教育課 担当：社会教育課

主な経費 主な経費
　工事費　　　　１億７，５１２万円 　除草等委託料　　１７０万円
　測量設計委託料　　　　４８８万円 　修繕費　　　　　１５５万円
財源内訳 財源内訳

◇人権尊重

人権推進事業 １７１万円
担当：総務課、社会教育課

主な経費
　負担金　　　　　４８万円
財源内訳

　年齢・性別・国籍など様々な人権問題の解
消を図り、一人ひとりの人権を尊重し、温か
い共生社会の実現を目指します。

　新たな柔剣道場と弓道場を併せて総合運動
公園内に建設します。平成27年度から平成28
年度までの継続事業となっています。

　総合運動公園内の施設の管理を行います。
今年度は野球場の内野の整備を行い、怪我の
防止や試合環境の改善を図ります。

　毎年1,000人を超える方が参加しておりま
す。今年度は町村合併10周年の記念大会とな
ります。

　町民の健康づくりと生涯スポーツの推進を
図るため、小鹿野町体育協会、小鹿野町ス
ポーツ少年団、地区運動会、チャレンジデー
などへの支援を行います。

一般財源
337 一般財源

569

国県支出金

2,800

地方債
13,900

一般財源
1,317

その他
106

一般財源
764

一般財源
171

ロードレース大会

運動公園野球場

（郷土芸能祭）
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-Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

◇農林業の振興

中山間地域等直接支払事業 ４２８万円 新規就農者育成事業 ５５０万円
　 担当：産業振興課 青年就農給付金事業 ３００万円

担当：産業振興課

主な経費
　補助金　　　　　　４２８万円 主な経費
財源内訳 　補助金　　　　　　８５０万円

財源内訳

水路維持管理事業 ３３５万円 多面的機能支払制度事業費 ２７２万円
県営かんがい排水事業 ８１４万円 担当：産業振興課
　 担当：産業振興課

主な経費
　負担金　　　　　８１４万円 主な経費
　修繕費　　　　　１６５万円 　補助金　　　　　　２５３万円
財源内訳 財源内訳

有害鳥獣駆除事業 ７７２万円 森林管理道維持管理事業 ７６４万円
担当：産業振興課 県営森林管理道開設事業 １，２１６万円

　 担当：産業振興課

主な経費 主な経費
　個体調査委託料　　２７２万円 　調査・登記委託料　　　８５０万円
　補助金　　　　　　１９１万円 　修繕費　　　　　　　　３５０万円
財源内訳 財源内訳

　農業生産条件が不利な状況にある中山間地
域等における農業生産の維持を図りながら、
農地の多面的機能を確保するために平成12年
度から導入された制度です。町では15地区が
指定を受け活動しています。

　出荷を目的とする新規就農者等を対象に必
要資材の一部を補助します。また、青年の就
農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、就
農前の研修期間及び経営が不安定な就農直後
の所得を確保する給付金を給付します。
 


　小鹿野用水・両神地区各用水などの改修を
行います。小鹿野用水に関しては、平成26年
度から平成31年度の期間で、県営のかんがい
排水事業により大規模な改修を行います。

　農業・農村は、国土の保全や自然環境の保
全、文化の伝承等様々な機能を持っていま
す。これらを守るため、地域ぐるみで行う農
地・農業用水路等の保全管理活動に対して支
援をします。町では、5地区が指定を受け活動
しています。

　野生動物による農作物への被害は年々増加
しています。今年度は新規狩猟免許取得者へ
の助成を行うなど、駆除の主力である猟友会
への負担軽減を図ります。

　林業振興並びに山間地域の生活道として、
重要な役割をしている森林管理道の適切な管
理と県営林道の用地買収などを行います。

Ⅳ 地域に根ざした活気あふれる産業づくり

国県支出金
321

一般財源
107 国県支出金

300
一般財源

550

一般財源
1,149

国県支出金
195

一般財源
77

国県支出金
272

一般財源
500

その他
360

一般財源
1,620
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-Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

◇商工業の振興

工業導入対策事業 ３６７万円 中小企業資金対策事業 １，６１２万円
担当：産業振興課 担当：おもてなし課

主な経費 主な経費
　補助金　　　　　　　３３１万円 　補助金　　　　　　　３１２万円
　リーフレット印刷　　　１６万円 　貸付金　　　　　１，３００万円
財源内訳 財源内訳

街並み修景整備事業費 ２００万円
担当：おもてなし課

主な経費
　補助金　　　　　　　２００万円
財源内訳

住宅リフォーム資金助成事業１，０００万円 商工関係団体助成金 ７４８万円
定住促進対策事業 １５９万円 担当：おもてなし課

担当：産業振興課、総合政策課

主な経費 主な経費
　補助金　　　　　　１，１５９万円 　補助金　　　　　　　７４８万円
財源内訳 財源内訳

　町の歴史と風土を生かした景観整備を図る
ため、建造物の新築、改築及び修景施設の整
備に要する経費を補助します。

　西秩父商工会やバンビサービス協同組合へ
の助成を行うことにより、商工業の発展に寄
与します。七夕フェスティバルにも助成して
います。

　企業誘致の推進と併せて、町内企業を応援
するため、規模を拡大したり新規に雇用を行
う町内企業に対して助成金を交付します。

　町内経済の活性化や人口増加を目的に、住
宅リフォーム資金の助成や、転入した方が住
宅を新築した場合の固定資産税の助成などを
行います。

　町内の中小企業が、設備投資などのため資
金を借り入れた場合に、その利子を補給し、
事業主の負担軽減に努めます。

一般財源
367

一般財源
1,159

その他
1,300

一般財源
312

一般財源
748

一般財源
200

七夕フェスティバル
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-Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

◇観光の振興

観光振興事業 ８００万円 スカイトレイン事業 ３６２万円
担当：おもてなし課 サイクリングセンター事業 １，１５６万円

担当：おもてなし課

主な経費 主な経費
　補助金　　　　　　　８００万円 　振興公社委託料　　　８８２万円
財源内訳 　自転車リース　　　　３００万円

財源内訳

資源活用センター運営事業 ２，２９５万円 温泉館施設管理事業 ８，７９４万円
担当：おもてなし課 担当：おもてなし課

主な経費 主な経費
　振興公社委託料　　　１，５６８万円 　振興公社委託料　　３，５８１万円
　修繕費　　　　　　　　　　３１万円 　修繕費　　　　　　１，６０３万円
財源内訳 財源内訳

おがの化石館運営事業 ５８０万円
担当：おもてなし課

主な経費
　施設管理委託料　　２７７万円
　備品購入　　　　　　２０万円
財源内訳

　道の駅両神温泉薬師の湯は、町民はもとよ
り多くの観光客にも利用いただいておりま
す。今年度は、安全管理のためエレベーター
の制御盤を交換します。

　道の駅両神温泉薬師の湯の同一敷地内にあ
る資源活用センターは、そばやうどん打ち体
験などができる施設です。食事のみ利用も可
能となっています。

　ジオパークに認定後、来館者が増加してお
り、平成27年3月には県の天然記念物として
「ようばけ」が県指定文化財に指定されたの
で、今後も来館者の増加が期待されます。

　ミューズパーク内で運転しているスカイト
レインとレンタサイクルの貸出に係る費用で
す。平成26年度にスカイトレインを改修しま
したので、さらなる賑わいが期待されます。

　平成26年度に引き続き、地域住民の発案と
努力による観光振興事業とイルミネーション
事業を継続して行います。現在、4団体に助成
しており、活力あるまちづくりに貢献してい
ただいています。

一般財源
800

その他
1,230

一般財源
288

その他
1,380

一般財源
915

その他
103

一般財源
477

その他
5,462

一般財源
3,332

道の駅両神温泉薬師の湯

資源活用センター

おがの化石館
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-Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり-

みどりの村運営事業 ４９９万円 尾ノ内体験交流施設運営事業 ６２７万円
担当：おもてなし課 担当：産業振興課

主な経費 主な経費
　工事費　　　　　１３０万円 　工事費　　　　　　４３４万円
　修繕費　　　　　　５０万円 　修繕費　　　　　　　３０万円
財源内訳 財源内訳

農林産物直売所管理事業 １，９２２万円 国民宿舎事業 ２億４，５６５万円
担当：産業振興課、おもてなし課 　 担当：おもてなし課

主な経費
主な経費 　振興公社委託料　　　９，４２２万円
　振興公社委託料　　１，５０４万円 　修繕費　　　　　　　１，６１１万円
　機械借上料　　　　　　２２０万円 財源内訳
財源内訳

　国民宿舎は町民の憩いの施設であると同時
に、観光の拠点施設にもなっています。
　今年度は、浄化槽の改修を行います。

　町で運営している直売所は、両神・長尾
根・西秩父農林産物直売所の3カ所がありま
す。直売所は観光客誘致の効果でけでなく、
地元の食材が手に入る地産地消の場でもあ
り、農業者の活力にもなります。

　交流館は、冬の氷柱とイルミネーションの
拠点となっておりますが、夏にはバーベ
キューなども楽しめる施設となっています。
　今年度は、トイレを増設する工事を実施し
ます。

　みどりの村では様々なイベントが開催され
ています。イベントの拠点となる若者セン
ターが老朽化してきているので、今年度は、
一部修繕を実施します。みどりの村の住人
「みどりの」も人気者です。

一般財源
627

その他
13

一般財源
486

みどりの村まつりでの「みどりの」

営業収益
22,683

営業外収益
882

町補助金
1,000その他

1,143
一般財源

779

「つららん」と氷柱

両神農産物

直売所

国民宿舎

露天風呂
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 判断基準
０．３７ ０．３５ ０．３５ 高い方が良い
８０．１ ７９．７ ８０．３ 低い方が良い
１３．５ １２．４ １１．５ 低い方が良い
５３．９ ４１．０ ３２．９ 低い方が良い

※用語解説
財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

基金

一般会計等が将来負担すべき債務（公営企業会計・一部事務組合等・地方公社・第三セ
クター等の分を含む）が標準財政規模の何倍あるかを示しています。

実質公債費比率　　　　　（％）
将来負担比率　　　　　　（％）

標準的に係る経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕があること
になります。いわゆる交付税不交付団体は、この数値が1.0を超えている団体です。

財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性があることになります。

標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企業会計に対する繰出金のうち公債費に
当たるものも含みます。）の割合で、18％を超えると地方債の発行に許可が必要となり
ます。

区　　　分
財政力指数（3カ年平均）
経常収支比率　　　　　　（％）

１ 財政指標

２ 一般会計当初予算の推移

7,180 

7,830 

6,641 

6,322 

6,410 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

H27

H26

H25

H24

H23

（単位：百万円）

1,967 

1,996 

2,034 

2,169 
2,317 
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2,567 

2,552 

2,548 

1,500

2,000

2,500

3,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（単位：百万円）

３ 普通交付税の推移

４ 基金（貯金）残高の推移

7,418 

7,331 

7,102 

6,991 

6,737 

6,627 

6,664 

6,495 

6,315 

6,688 

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（単位：百万円）

５ 地方債（借金）残高の推移

851 

1,028 1,377 

1,531 
1,695 

2,009 

2,158 

2,361 

2,394 

2,279 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（単位：百万円）

(※H26は見込額)(※H26は見込額)
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【小鹿野町小鹿野89番地】
総務課 町長秘書、人事・給与等職員管理、選挙、管財、文書管理及び法制執務、
７５－１２２５ 行政区・コミュニティ、人権、広聴広報、統計、危機管理、消防・防災など
総合政策課 企画調整、各種計画策定、行政改革、地域振興、交通政策、予算編成、
７５－４１９７ 起債管理、入札・契約、情報政策、情報公開・個人情報保護など
税務課 住民税・固定資産税などの町税及び国民健康保険税の税額の決定と徴収
７５－４１２５ 税務証明の発行など
住民課 戸籍、住民登録・証明、印鑑登録・証明、国民年金、乳幼児医療、保育所、
７５－４１７０ 環境保全・埋土許可、防犯、交通安全など
技監 工事検査など
７５－４１９６

会計課 支出負担行為の確認、収入・支払いに関すること、預金・基金の運用、
７５－４１３６ 決算の調整など
議会事務局 議会事務、議会運営など
７５－４１９９

【小鹿野町両神薄2906番地】
おもてなし課 観光振興、商業、消費生活、観光協会、振興公社、町営バス、両神庁舎管理、
７９－１１００ 両神庁舎の住民・税・会計窓口など
産業振興課 工業、企業誘致、農業・農道、林業・森林管理道、農業委員会、農業者年金、
７９－１１０１ 自然エネルギーなど
建設課 町道新設改良、建築工事の設計・監督、地籍調査、町営住宅管理、登記、
７９－１２０４ 都市計画など

【小鹿野町小鹿野300番地】
福祉課 民生委員、社会福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、国民健康保険（税以外）、
７５－４４２１ 後期高齢者医療、介護保険など
保健課 健康増進・健康管理、保健指導、母子保健、予防接種、いきいき館、
７５－０１３５ 在宅介護など

【小鹿野町小鹿野300番地】
町立病院 総合診療科(内科・外科)、整形外科、婦人科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科、
７５－２３３２ 神経科、リハビリテーション科

【小鹿野町伊豆沢10番地】
衛生課 し尿・浄化槽汚泥等の処理、浄化槽の設置・管理・保守・点検・清掃、
７５－０３５２ し尿・浄化槽汚泥等の収集運搬など

【小鹿野町小鹿野167番地1】
社会教育課 生涯教育、青少年健全育成、芸術文化振興、文化財保護、スポーツ振興、
７５－００６３ 各体育施設の管理など
中央公民館 小鹿野文化センターの管理運営、文化活動の推進、各種講座、
７５－００６３ その他公民館事業など

【小鹿野町小鹿野681番地】
水道課 水道料金の徴収、検針、各浄水施設、配水施設の管理など
７５－００４３

【小鹿野町両神薄2713番地1】
学校教育課 教育委員会総務事務、学校教育事務、小中学校校舎・園舎維持管理、
７９－１２０１ 小中・幼児教育など
両神公民館 両神ふるさと総合会館管理運営、文化活動の推進、各種講座、
７９－１３１１ その他公民館事業など
町立図書館 図書館の管理運営、小鹿野分室の管理、資料の収集、貸し出しなど
７９－０１５０

６ 小鹿野町役場・担当一覧

小鹿野庁舎

両神庁舎

保健福祉センター

町立病院

衛生センター

小鹿野文化センター

小鹿野浄水場

両神ふるさと総合会館
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